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課題シート
2012-B6-T1-1
おなかが痛い
シート1
鈴木由佳さんは28歳，妊娠35週２日の女性．朝から，下腹部が痛くなりました．
課題シート
2012-B6-T1-1
おなかが痛い
シート2
２週間前の妊婦健診では，胎児発育は順調でしたが，血圧が少し高めだと言われていました．
その後，自宅で休んでいましたが，段々，痛みが強くなったので，かかりつけの医院に行きました．
身長156cm，体重66kg(非妊娠時53kg)，体温は37.2度，血圧146 / 92 mmHg，脈拍110/分で，意識は清明でし
た．ドップラーによる胎児心拍数は155 bpmでした．診察では下腹部が固くなっていました．
資料1
2012-B6-T1-1
おなかが痛い血液検査、尿検査の結果
資料①　「血液検査、尿検査の結果　（カッコ内は基準値）」
WBC 16.5×103/mm3 
RBC 272×106/mm3
Hb 8.2 g/dl
Ht 27.3 % 
Plt 10.0×104/mm3
TP 7.0 g/dl 
T-Bil 0.9 mg/dl 　　　　
AST 30 IU/l  （40以下） 
ALT 27 IU/l  （35以下）
LDH 190 IU/l （176-353）
BUN 12.1mg/dl
Crea 0.67mg/dl
CRP 1.7mg/dl（0.3以下）
尿一般 　蛋白 3+
         糖　 陰性
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課題シート
2012-B6-T1-1
おなかが痛い
シート3
腟鏡診が行われ，外出血や羊水流出などはなく，子宮口は閉鎖していました．経腹超音波検査では，胎盤は子
宮体部後壁付着でした（資料②）．入院後，胎児の状態を検査するために，胎児心拍陣痛図が装着されまし
た．20分ほどした後に，助産師より連絡があり，胎児心拍陣痛図に異常が疑われますと，連絡があったため，
医師は胎児心拍陣痛図を確認しました（資料③）．
さらに腹部の痛みが強くなり，腹部を触診すると板状硬を呈しており，同時に判明した血液所見（資料④）を
含めて，医師は帝王切開を決定しました．
資料② 「経腹超音波検査所見」 
 
 
 
 
 
資料③ 「胎児心拍陣痛図」 
 
 
 
 
 
資料4
2012-B6-T1-1
おなかが痛い血液所見
資料④　「血液所見」　（カッコ内は基準値）」
  Dダイマー　0.8 μg/ml (1.0以下)
　血清FDP    8μg/ml    (10以下)
  フィブリノーゲン  260 mg/dl (200?400)
　アンチトロビンIII (ATIII)  96％(79?121)
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資料④ 「他の採血検査 （カッコ内は基準値）」 
 
 Dダイマー 0.8 μg/ml (1.0以下) 
 血清FDP    8μg/ml    (10以下) 
  フィブリノーゲン  260 mg/dl (150以下) 
 アンチトロビンIII (ATIII)  96％(79〜121) 
 
課題シート
2012-B6-T1-1
おなかが痛い
シート4
開腹所見では，子宮の表面は暗赤色，羊水は血性であり，300g程度の凝血塊が，新生児が生まれるのと同時
に，胎盤と子宮壁の間から排出されました．
新生児は2,320g，女児，白い赤ちゃん，臍帯動脈血pH 7.245でした．その後，手術後は良好に経過し、鈴木由
佳さんは9日目に退院となりました．
